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研究成果の概要 

 

 本研究プロジェクトの 2 年目である今年度においては，提唱する超高速超解像時空間光センサ

ーの原理実証に向けて，各要素技術の開発に着手した． 

 研究代表者（非線形光電子処理）グループを中心に，光コム光源の開発に着手した．特に，光コ

ムパターン合成（理論整備），多段変調構成の実証，に注力し研究開発を開始した．中でも，多段

変調構成の実証においては，サブ THz の帯域(25x25GHz)を持つ超広帯域光コムの合成に成功

した． 

 超解像イメージンググループを中心に， 超解像顕微鏡のプロトタイプ構築を開始した．次年度

以降の超解像顕微イメージングの実証につなげていく．本格開発に備え，関連特許の出願も進め

た． 

 多並列光デバイスグループグループは，光配線・実装グループと連携し，光コム生成・処理用の

非線形光学回路集積を目指し、要素技術の開発を開始した。常温接合によって実現された LN on 

insulator(LNOI)基板を用いて光コム生成用光変調器を試作し，変調特性の評価を行った。高速変

調能力確認を進めている。 

 多並列サンプリンググループは研究代表者（非線形光電子処理）グループと連動し，本格開発に

備え，サンプリング回路の部品調査・選定を進めるとともに，サンプリング機能の確認・実証を行っ

た．主要機能の一つとなる，超高分解・高速光スペクトル計測の実証を確認した． 

 これらの検討は，来年度に引き続き継続して行っていく． 
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